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（１）目的

（２）地質調査実施箇所

（３）結果

　本書は、岐阜県内の中央新幹線計画路線上において、当社が実施した地質調査等の内、ウラン鉱床に比較的近い地域及び地質が類似している
地域において、トンネル前方地質の把握のために実施したものである。

　平成３０年度は、ウラン鉱床に比較的近い地域及び地質が類似している地域においては、地表からの鉛直ボーリングは実施していない。
　一方、トンネル掘削を実施しており、掘削箇所の地質把握のため、トンネル坑内より水平ボーリングを実施した。

　水平ボーリングは本坑内より西側へ向かって、２３９Ｋ２００ｍ～２３９Ｋ３５０ｍにおいて実施した。
　結果は、ボーリング柱状図に示す通り、ボーリング延長１２４m～１２７m付近（２３９Ｋ３２４ｍ～２３９Ｋ３２７ｍ付近）に花崗岩と花崗岩上部に
堆積した瑞浪層群土岐夾炭累層との境界が確認された。

　今回花崗岩と瑞浪層群の境界確認された２３９Ｋ３２７ｍ付近は、「岐阜県内月吉鉱床北側３㎞区間における発生土の管理示方書（平成２８
年９月岐阜県報告資料）」作成時に想定した位置とほぼ同程度の位置であった。





地質調査実施箇所【全体図】

約3km

凡例
：計画路線
：旧動燃ボーリング位置
：鉱床（U3O8 0.01%以上）
：各鉱床から約１ｋｍの範囲
：ウラン鉱床に比較的近い地域
：ウラン鉱床に地質が類似している地域
：ＪＲボーリング調査位置（ウラン分析有）
：ＪＲボーリングﾞ調査位置（ウラン分析無）
：ＪＲ物理探査測線
：H30ボーリング調査位置（ウラン分析無）
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※1…風化した花崗岩

※2…瑞浪層群土岐夾炭累層砂岩

孔口標高

①0～30m ②31～63m ③63～95m ④95～127m

ボーリング柱状図

調査位置 ①岐阜県瑞浪市日吉トンネル内

⑤127～150m

248.545m 総掘進長 150.0m 掘削始点 239K200m付近

※1

※2
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